
北初富駅

鎌ヶ谷駅

28

27

21
2425

1922 
26 

23 

1516

19

14

12
1317

18

04

03

10

06

05

07

01

29
33

40

40

38

35

32
3637
 

31
34

30

39

0811

11

02

250m 500m 1000m

00

00

00

00 変化系
瞬身系

隠密系
超越系

02

09

03
0607

0104 
08 

05 

0506

09

04

02
0307

08

04

03

10

06

05

07

01

01
05

13

10

07

04
08 09 

03
06

02

11

0811

01

02

�� �� ��

�� �� ��

�� ��

�� �� �� �� ��

�� �� �� ��

�� �� ��

��

��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ���� �� �� ��

�� ��

�� ��

��

空地→テニスコート 空地→ゲートボール場 道路→サッカーコート

空地→ドッグラン 駐車場→バスケコート

小公園→バス停 袋小路→イベント会場

小公園→バス停

道路→ドッジボール 道路→物置 花壇→ゴミ集積所 封鎖道路→ロータ 空地→ゴミ集積所

縁石→花壇 塀の外側→チラシ BOX 塀の外側→牛乳 BOX 側溝→物置

極小公園→駐輪場 塀の外→補強 崖地未活用地→駐車場

道路→花見どころ 道路→庭 道路→庭 道路→庭

道路・塀の外→庭 道路→庭 側溝→通り道

公園→通り道側溝→通り道 塀の外→庭 道路→花見・譲り合い

庭→通り道 塀と塀の隙間→通り道

欠けた塀→通り道 隙間→通り道

渋滞道路→解消 住宅間の隙間→通り道

公園→通り道

駐車場→通り道 用水路の細道→通学路

入居
子育て世代の入居 夫婦２人暮らし祖父母の介護による増築

子供が成長し家を離れる

余剰変動

瞬身系 × 隠密系
袋小路付近の住居の人がゴミ捨てや買い物に
行く際にショートカットできるように住居の
内部を縫うように通り道を通す。� 人暮らし
には広すぎるリビングや大きすぎる食器棚の

スペースを活用する。
また無用になった押し入れ部分がシェアワー

クスペースに変容する。

瞬身系 × 変化系
客間だった部分を減築し展示
スペースを計画する。アート
教室をする住人や生徒が制作
物を展示できるようにする。
また、フェンスをセットオフ
させ、道路境界を曖昧にする
ことで通行人が気軽に立ち寄

れるようにした。

超越系 × 変化系

出窓が延長し隣
地境界を越境す
る。そうした状
況に隣人の住居
は呼応するよう
に街へ展開し始

める。

超越系 × 変化系

趣味の家庭菜園を
介して隣人と敷地
のシェアを行う。

だれでも通ること
ができるあぜ道を
通し、農作業好き

が集う。

街への展開

環境トマソンを通して
人と街の依り所を顕在化させた。

また、エスパーアーバニズム
の手法を用いて、

人と家のよりどころを計画した。

人が街と家を繋げ
明確化された所有区分が

曖昧になることで
街と家が見えない力でつながっていく

超能力環境トマソン。

超能力環境トマソン
人・家・街をつなぐエスパーアーバニズムの提案

Ｍ邸
（� 人家族が入居）

設計行為への読み替え（各能力の概念模型）

ベッドタウン一般住宅を対象

配置図

対象地

２Ｆ平面図

既存平面図

玄関
↓

農具庫

袋小路

扉延長
↓

シェア畑

駐車場
↓
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フェンス引き下げ
（客間）

↓
展示スペース

袋小路

客間

渡り廊下

納戸
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ゴミ集積所

小さな図書館

通り道

通り道

渡り廊下
寝室
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読書スペース

小さな図書館
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寝室

和室 リビング

駐車場

玄関
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水回り
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道路境界線
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子供部屋
↓

読書スペース

食器棚スペース
↓

通り道
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リビング・和室（一部）
↓

通り道

A-A’ 断面図

１Ｆ平面図

B-B’ 断面図 ベッドタウン俯瞰図

＜超芸術トマソン＞　赤瀬川源平著

＜超能力環境トマソン＞　宗形雅彦著

左：トマソン図鑑（無・空の巻）　右：無用階段（対象物）

環境トマソン（花壇→ゴミ集積所）

花の無い花壇

ゴミが集まる枠

軸組み模型によるスタディ

この街を「ふるさと」にしたい。

ベッドタウンは急速な開発により、

所有という価値観が明確になり　

人と家と街のつながりが希薄である。

開発されるたびに

消えてゆく馴染みの場所。

街の生活者の活動を観察し、

人と家と街をつなぐ依り所を

計画する足掛かりを提案する。

客間→売り場・休憩所 玄関→工具庫
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A 屋根裏→物見台 ２F 床下→勉強スペース

和室→縁側 １F 床下→花壇

駐車場→畑 屋根裏→秘密基地

水回り→貸し風呂 子供部屋→読書スペース

１F 中央→通り道 フェンス引き下げ→展示スペース

２F 寝室→通り道 窓枠延長→立ち話

２F 斜め→通り道

１F 斜め→通り道

裏の通路→通り道

扉延長→シェア畑

壁押し出し→休憩所 梁延長→待ち合せ場所

�� 環境トマソンの発見

�� エスパーアーバニズムの提案 ＜調査＞
生活者が望んだ機
能を付加し、活気
のある場へと変化
させる能力

＜手法＞
生活者が自然と機
能を付加したくな
るよう検討を行う
＜調査＞
街の隙間をきっか
けに時間短縮をす
る能力

＜手法＞
生活者が通るルー
トと住人の日常生
活の交点の検討を
行う

隠密系
利用されなくなった子供部
屋をブックシェアスペース
にする。利用されていない
屋根裏を静かに本を読める

よう解放させる。　

瞬身系
通り道ができ住居の裏側は、
ゴミ捨てをした近所の人で井
戸端会議が始まっている。こ

の袋小路は BBQ や花火大会が
開かれており、元々環境化し

ていた場所である。

変化系 × 超越系

定年後本格的な家庭菜園を希
望していた父のために玄関口
の変更から無用になった場を
環境化させる。
玄関を農具庫に変容させ、農
具の貸し借りの拠点をつくる。
家庭菜園を行っている隣人の
敷地に越境するように扉が展
開させ、共通の趣味を通じて
徐々に隣人同士の庭が繋がり
一つの畑が出来上がる。

＜調査＞
街の盲点にひっそ
りと機能を付加
し、風景と一体化
する能力

＜手法＞
家の盲点を用い、
生活者の介入を想
定した検討を行う
＜調査＞
敷地境界を曖昧に
し、住人の個性で
街を侵食する能力

＜手法＞
住人の古紙の溢れ
だしと街の生活者
への影響の検討を
行う

調査より、生活者は超芸術
トマソンのような無用の場
に新しい機能を加え、新た
な場へ変容させていること
が分かった。生活者が無用
な場を環境化させている場
を「環境トマソン」と命名
する。

ある日、道路の中央に生えていた桜の木が切り倒された。
春には見事な満開を見せ、歩行者や運転手の間でコミュ
ニケーションが発生し、木陰で一休みするなどと桜の木
を中心に環境が生まれていた場だった。
道路整備された結果、そうした生活者の経験すべてが失
われた。ベッドタウンはこうした開発が頻繁に起こる。

住居の無用な場所を環境化させるに
あたり、環境トマソンの生活者のア
プローチを分析する。そこで生活者
の特有の鋭い洞察力と柔軟な発想力
を活用する。
読者の方は花壇をゴミ集積所しよう
と想像し実行するでしょうか？
この通常の人間にはできないことを
実現できる特殊な能力を「超能力」
と捉えカテゴライズを行う。
４つのカテゴリーに基づいて住宅に
おける無用な場を環境として変容さ
せる「エスパーアーバニズム」と呼
ぶデザイン手法を提案する。

例にあげた、花の無い花壇や桜の生える
道路は、赤瀬川原平が提唱した超芸術ト
マソンにおける「無用」という概念に該
当することに気づいた。また、トマソン
は対象物として存在しているのに対し、
環境トマソンはではその場に生活者の住
みこなしが入ることで環境が生まれてい
るという違いがある。

環境トマソン

人と街をつなぐ依り所

環境トマソンの消失

変化系 隠密系

瞬身系 超越系

ベッドタウンの住宅空間変動イメージ

ヒアリング調査による年表
入居 余剰変動

エスパーアーバニズム
の提案

人と家をつなぐ依り所
��m�m ��m

家と街の境界が揺らぐ

無用な空間
↓

新たな機能

セピアの手描き入れる

�� フィールドワーク

�� エスパーアーバニズムの伝播
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発見場所

能力の発見順番号

内容説明（無用化した要因
、発揮された能力など）

環境トマソンの写真
（不足がある場合は
図・絵で説明する）

凡例


